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研 究 会 だ よ り

第 52回岡山実験動物研究会

平成 18年 12月 8日 (金)午後 1時 30分から午

後 5時25分までピュアリティまきびで日本生物工

学会会西 日本支部の協賛で開催された｡はじめに

会長の倉林譲先生から開会のあいさつがあり､そ

の後､特別講演 1に移った｡特別講演 1は｢実験動

物 としてのショウジョウバエ｣と題 して百田龍輔

先生 (岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 ･人体

構成学)が講演された｡この司会は浅田伸彦先生

(岡山理科大学理学部)が担当された｡講演終了

後に､休憩を取 り､事務局から会務報告があった｡

① 平成 17年度の活動は､第 49回および第 50回

研究会の2回研究会を開催 した｡第 49回研究

会は岡山理科大学の浅田伸彦先生のお世話で､

6月 24日(金)13:30から17:10まで岡山理科

大学創立40周年記念館(第 25号館)8号ホー

ルで開催 された｡第 50回研究会は 12月 2日

(金)の 13:30から日本生物工学会西 日本支

部の協賛で､ピュアリティまきびで開催 した｡

② 平成 18度の活動としては､第 51回および第

52回研究会の2回研究会を開催 した｡ 第 51回

研究会はノー トルダム清心女子大学の中永征

太郎先生･高橋正借先生のお世話でノー トルダ

ム清心女子大学で開催 した｡第 52回研究会は

本 日(12月 8日)､ピュアリイティまきびで開

催 している｡研究会報 (第 23号)の発行を進

めている｡会則第 7条および第 9条に則 り平成

19年～20年度の役員の選任を行った｡2期 4

年間にわたって会長を務められた倉林譲先生

は理事に復帰され､新会長には三谷恵一先生

(当研究会理事､環太平洋大学 ･教授)が選任

された｡新たに理事に大熊誠太郎先生 (川崎医

科大学薬理学教室 ･教授 ･中央研究部 ･医用生

物センター長)､常務理事に辻岳人先生 (岡山

大学大学院自然科学研究科･動物遺伝解析学)､

監事に高橋純夫先生(岡山大学大学院自然科学

研究科 ･生体制御科学 ･教授)が選任され､長

年にわたって役員を務めれた高橋正信先生(理

事)､河本泰生先生 (監事)は任期を終えられ

た｡ 理事会 ･常務理事会は各々2回開催 した｡

平成 18年 5月 11日～13日､神戸国際会議場

で開催 された第 53回 日本実験動物学会総会

(大会長:倉林譲先生)の後援 と協力を行った｡

③ 平成 18年度の会計収支中間報告 (1月 1日～

12月 7日)

収入総額は835,328円(前年度繰越金 465,321

円含む)､これに対 して支出総額は 339,514円

となり､残高は495,814円となった｡

④ 平成 19年度の活動計画としては､2回 (第 53

回､第 54回)の研究会の開催､第 24号の会報

発行､理事会 ･常務理事会の開催､ホームペー

ジの開設､会報バックナンバー (第 1号～第

23号)の製本を予定している｡

会務報告後､特別講演 2に移った｡特別講演 2

は｢黒色鶏やカラスはなぜ黒い ?～下垂体中葉を

欠く鳥類に体色制御の α-MSH調節系は存在する

か～｣と越 して竹内 栄先生 (岡山大学大学院自

然科学研究科 ･理学部)が講演された｡ この司会は

国枝哲夫 (岡山大学理学部)が担当した｡記念講

演は｢食物繊維 とエネルギー値｣と題 して､当研究

会の監事で平成 19年 3月にご退官される中永征太

郎先生 (ノー トルダム清心女子大学)が講演され

た｡ この司会は倉林 譲先生 (岡山実験動物研究

会会長 ･岡山大学客員研究員)が担当された｡

記念講演終了後､17:40から同会場で懇親会が

持たれ､講師の先生を交えて会員相互の親睦を深

め､和やかなうちに閉会した｡

特別講演.1

実験動物としてのショウジョウバエ

百田 龍輔

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 ･人体構成学

分子生物学とさまざまなデータベースのおかげ

で､次々に新 しい遺伝子が見つかり､その生物学

的な機能についてコンピューター上で予測し､そ

れを試験管内で検証することが効率的になった｡

しかし､最 も重要なのは､それらの現象を実験動

物を用いて実際に生体内で検証することであるが､

それは依然として､大変な労力を伴 うものである｡

ポス トゲノム時代 と呼ばれ､膨大な数の遺伝子と

直面している現在､このプロセスを迅速に進める

必要がある｡ さまざまな実験動物が存在するが､

ここでは私が現在扱っているショウジョウバェ

(Drosophilamelanogaster)を取り上げたい｡ショ

ウジョウバェは､約100年にも及ぶ遺伝学の歴史が

あり､その結果､多種の系統が維持されている｡

ここでは､ショウジョウバェの実験動物としての

特徴､さまざまな解析を中心に話をしたい｡また､

ショウジョウバエが疾患モデルとして用いられた例､
そして､私自身が行った研究について話をしたいと

思 う ｡

特別講演2

黒色鶏やカラスはなぜ黒い?

～下垂体中葉を欠く鳥類に体色制御の

α-MStT調節系は存在するか～

竹内 栄

岡山大学大学院自然科学研究科･理学部
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α-メラノサイト刺激ホルモン(α-MSH)は,プロホル

モンであるプロオビオメラノコルチン(POMC)の限

定切断によってつくられる一群のペプチドホルモン

に属する｡ 脊椎動物におけるその主要な内分泌腺

は下垂体中葉であるが,晴乳類では,視床下部や

様々な末梢組織でも産生され,内分泌ホルモンとし

て,あるいは神経伝達物質,局所調節因子として,

多彩な生体機能制御に関与する｡α-MSH の作用

は,cAMP経路を活性化するGタンパク共役型受

容体のメラノコルチン受容体(MCR)により仲介され

ている｡MCR には,組織分布と薬理学的性質を異

にする 5種類のサブタイプ(MCIR～MC5R)が存

在するが,α-MSH はMC2Rを除く4種のMCRに

対して主要な生理的アゴニストとして作用し,個体

や種の維持に不可欠な基本的生体機能(摂食,生

殖,免疫など)や,体色発現,外分泌などを制御し

ている｡近年,これらの制御系において,α-MSHの

作用を抑制する制御因子として,2種類の局所性

MCR アンタゴニストが同定された｡ アグチシグナル

タンパク(ASIP)とアグチ関連タンパク(AGRP)であ

る｡前者は主に皮膚に発現して体色制御にはたら

き,後者は主に視床下部に発現して摂食行動,坐

殖機能の制御に関与している｡

晴乳類の α-MSH調節系に関する研究は近年め

ざましい発展を遂げ,その分子機構に関する知見

が急速 に蓄積 されつつある｡ しかし,鳥類 の

α-MSH 調節系に関してはほとんど分かっていない｡

鳥類は α-MSHの主要な内分泌腺である下垂体中

葉をもたない"特異な"生物種である｡鳥類はその

進化の過程で,下垂体中葉の消失とともに α-MSH

調節系を失ってしまったのであろうか｡ 演者らはこ

れまで,その存在が否定されてきた鳥類 α-MSH調

節系について,その全貌解明に向けてニワトリを対

象とした分子生物学的解析を世界に先駆けて進め

てきた｡その結果,鳥類の α-MSHは内分泌ホルモ

ンとしての機能こそ失ったが,晴乳類の場合と同様

に局所調節因子として多様な生体機能制御に関与

している可能性が示唆された｡

本講演では,多様性こそあれ,脊椎動物で共通

にみられる体色制御の α-MSH調節系が下垂体中

葉を欠く鳥類にも存在するか否かについて,黒色

鶏やカラスを用いた研究から得られた知見を中心

に紹介する｡

記念講演

食物繊維の機能とエネルギー値

中永征太郎

ノー トルダム清心女子大学

1.食物繊維の必要性とその効果について､以下の

4側面から検討 した.

1)食餌のエネルギー密度

･食餌の嵩 (Bulk) と摂食量

･食餌のエネルギー密度と排便

2)腸管吸収とエネルギー利用率

･糠の吸収におよぼす食物繊維の添加効果

･デンプンの消化吸収におよぼすセルロー

ス添加効果

3)胃腸通過時間と食物繊維量

･精白米食の海藻添加によるエネルギー ･

食物繊維比と胃腸通過時間ならびに糞便

水分含量との関連性

4)食餌制限の効果

･食餌の消化性ならびに窒素平衡におよぼ

す食餌制限の効果

･食物繊維摂取と食餌制限の効果

食餌のエネルギー密度
(食餌の寓,飼料効率)

E[仁王rgyDer｢sitv

も

食物繊維の機能

♂
腸管吸収

両esilrlalAdsoFP血 rl

胃腺通過時間
1｢arlSEHirT憎

♂

%
食餌制限

(値段 ･豊的制限)
F弛S狛cted短emlg

図.食物繊維の機能

2.食物繊維ならびに食餌中の難消化物のエネルギ

ー含量について検索した.

I)Fibermixture 2)- ミセルロース 3)ペク

チン 4)大麦 5)玄米 6)キャベツ

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

第 53回岡山実験動物研究会

平成 19年 6月 22日 (金)午後 1時 30分から午

後 5時 30分まで岡山大学創立五十周年記念館 ･大

会議室で開催 された｡はじめに会長の三谷恵一先

生から開会のあいさつがあり､その後､一般講演

に移った｡一般講演(I)は｢ラットの学習 ･記憶のサ

ーカディアンリズムに関する検討｣と題 して藤高

浩輝氏ほか (岡山大学大学院医歯薬学総合研究

科 ･薬効解析)が講演された｡この司会は辻岡克

彦先生 (川崎医科大学 ･生理学)が担当された｡

一般講演(2)は｢マ ウス卵胞基底膜のⅣ型コラーゲ

ンα鎖構成｣と題 して中野和代さんほか (岡山大学

大学院医歯薬学総合研究科 ･人体構成学)が講演

された｡この司会は高橋純夫先生 (岡山大学大学

院自然科学研究科 ･生態制御学)が担当された｡

一般講演(3)は｢Limbin ノックアウトマウスが呈す
る骨形成異常に関する解析｣と題 して稲本政隆氏

ほか (岡山大学大学院自然科学研究科 ･動物遺伝
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解析学､アメl)カ国立衛生研究所､リエージュ大

学 ･獣医学)が講演された｡ この司会は内藤一郎

先生 (岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 ･人体

構成学)が担当された｡

一般講演終了後に､休憩を取 り､事務局から会

務報告があった｡

① 平成 18年度の活動 として､第 51回および第

52回研究会の2回研究会を開催 した｡第 51回

研究会はノー トルダム清心女子大学の中永征

太郎先生･高橋正佑先生のお世話でノー トルダ

ム清心女子大学で開催 した｡第 52回研究会は

日本生物工学会西日本支部の協賛で 12月 8日

にピュアリイティまきびで開催 した｡研究会報

(第 23号､62頁)を 12月に発行 し､翌年 1

月に会員-発送 した｡会則第 7 条および第 9

条に則 り平成 19年～20年度の役員の選任を行

った｡5月 11日～13日､神戸国際会議場で開

催 された第 53回日本実験動物学会総会 (大会

長 :倉林 譲先生)の後援 と協力を行った｡理

事会は6月 23日､12月 8日の 2回､常務理事

会は4月25日､11月 1日の2回開催 した｡

② 平成 18年度の会計収支決算報告 (1月 1日～

12月 31日)

収入総額は 865,328円(前年度繰越金 465,321

円含む)､これに対 して支出総額は 455,751円

となり､残高は409,577円となった｡

③ 平成 19年度の活動 としては研究会を2回 (第

53回､第 54回)行 う計画であるが､第 53回

研究会は本日 (6月 22日)､岡山大学創立五十

周年記念館で開催 している｡ 第 54回研究会は

11月 30日 (金)､ピュアリティまきびで開催

を予定している｡第 24号会報は 11月に発行を

予定 している｡理事会 ･常務理事会はすでに6

月22日､5月7日にそれぞれ開催 しているが､

後 1回ずつ開催する予定である｡ホームページ

の開設､会報バックナンバー (第 1号～第 23

号)の製本､会員の拡大などについて検討する｡

④ 平成 19年度の会計収支中間報告 (1月 1日～6

月 20日)

収入総額は 76上630円(前年度繰越金 409,577

円含む)､これに対して支出総額は 255,155円

となり､残高は506,475円となった｡

会務報告後､教育講演に移った｡教育講演は｢ナ

ノテクノロジー材料の安全性問題を認識するため

に (調査報告)｣ と題 して嶋村三智也氏(㈱クラレ･

倉敷研究所 構造解析グループ)が講演された｡こ

の司会は国枝 (岡山大学大学院自然科学研究科 ･

動物遺伝解析学)が担当した｡引続いて､特別講

演が行われた｡特別講演は｢倫理的動物実験の実践

に向けて～動物実験関係者の社会的責任を明確に､

具体的に～｣と題 して北 徳先生 (倉敷芸術科学

大学生命科学科非常勤講師､元川崎医科大学医用

生物センター)が講演された｡この司会は佐藤 (岡

山大学大学院自然科学研究科 ･家畜育種学)が担

当した｡特別講演終了後､会場をピーチユニオン

(岡山大学生協)に移 して懇親会が開催された｡

一般講演 (1)

ラッ トの学習 ･記憶の

サーカディアンリズムに関する検討

藤高浩輝 ･益岡尚由 ･三上 梓 ･亀井千晃

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 ･薬効解析

【目的】脳内のコリン神経系は学習 ･記憶に重要

な働きを果た していると考えられている｡また､

コリン神経系の伝達物質､酵素および受容体はサ

ーカディアンリズムと関連することが報告されて

いる｡ しかし､学習 ･記憶のサーカディアンリズ

ムについて検討 した報告はほとんど見られない｡

そこで､本研究では明期(7:30-10:00)と暗期(19二30

-22:00)でのアセチルコリン関連化合物の効果を

検討 した｡また､サーカディアンリズムの中枢で

ある視交叉上核を破壊することにより､これ らの

化合物の効果がいかなる影響を与えるか否かにつ

いて検討 した｡

【方法】l群 18匹のWistar系雄性ラットを用いた｡

これらのラッ トは 12時間毎の明暗サイクルで飼

育 し､食餌制限を行い､水は自由に摂取させた｡

空間記憶学習は 8方向放射状迷路を用い､記憶障

害の指標 として､総エラー数､参照記憶エラー数､

作業記憶エラー数を用いた｡サーカディアンリズ

ムを消失させる目的で両側視交叉上核を電気的に

破壊 した｡用いた薬物はスコポラミンおよび ドネ

ペジルであり､スコポラミンは試行 30分前に腹腔

内投与 した｡ ドネペジルは試行 1時間前に経 口投

与し､スコポラミン誘発記憶障害に対する効果を

検討 した｡

【結果 ･考察】記憶障害を起こすスコポラミンお

よび記憶障害を改善する ドネペジルは明期のほう

が暗期より効果が強力であった｡また､視交叉上

核を破壊 してサーカディアンリズムを消失させた

ラットにスコポラミンおよび ドネペジルを投与す

ると明期ならびに暗期の間の有意差は認められな

くなった｡以上の成績より､スコポラミンの記憶

障害作用ならびに ドネペジルの記憶改善作用の明

暗差における違いは､サーカディアンリズムと密

接に関連 していることが判明した｡

一般講演 (2)

マウス卵胞基底膜の

Ⅳ型コラーゲンα卓構成

中野和代 ･内藤一郎 ･百田龍輔 ･大塚愛二
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岡山大学大学院 ･医歯薬学総合研究科 ･

人体構成学分野

【目的】

基底膜には多様な細胞外マ トリックスが存在す

る｡ⅠⅤ型コラーゲンは基底膜の骨組みとなる成分

で､基底膜に力学的な強さを与え､また物質透過

性に重要と考えられている｡IV型コラーゲンには

6種のα鎖が存在するが､ウシ卵巣基底膜には6

種類すべてのα鎖が存在 し､卵胞発育 とともに構

成 α鎖が減少することがわかっている｡

今回､卵胞発育に伴 う構成 α(IV)鎖の変化をマ

ウス卵巣を用いて観察 し､合わせてα3(TV)鎖遺伝

子ノックアウトマウス (co14a3KO)､α6(IV)鎖遺

伝子ノックアウトマウス (co14a6KO)での卵胞基

底膜構成α(TV)鎖を解析 した｡ さらに､co]4a3KO

とco14a6KOの卵巣の形態を野生型 と比較検討 し

た｡

【方法･材料】

解析には我々が開発 した IV 型コラーゲンα鎖

特異抗体を使用 した｡ 二次抗体には FITC標識抗

ratlgG抗体 (サンタクルーズ社)を使用し､蛍光

抗体法間接法で免疫組織学的解析を行った｡また､

卵巣切片の Hematoxylin -E osin染色を行い､卵胞の

形態的な変化を検討 した｡

【結果･考察】

野生型マ ウスでは､α1(lV)鎖 とα2(ⅠⅤ)鎖は原始

卵胞から一次､二次､成熟卵胞に至るすべての段

階に存在 した｡一方 α3(IV)鎖 とα4(ⅠⅤ)鎖は原始卵

胞 と一次卵胞には存在 したが､二次卵胞以降は消

失した｡α5(IV)鎖 とα6(IV)鎖は発育とともに減少

し､ しかし二次卵胞の時期まで残存 した｡また､

閉鎖卵胞にはα3(ⅠⅤ)鎖～ α6(lV)鎖が残存する傾

向が認められた｡この結果は､これまでのウシ卵

胞での結果 とほぼ同 じであった｡ α4(ⅠⅤ)鎖 とα

3(ⅠⅤ)鎖は他の α鎖に比べシステインが多 く存在

し､これが元でより強固な基底膜を形作ることが

知られている｡このα鎖の存在が次のステ ップ-

の発育を抑制 しているものと考えられる｡

co14a3KO マウス卵胞では原始卵胞 と一次卵胞

鎖でのα3(IV)鎖 とα4(lV)鎖が消失 した｡co14a6KO

マ ウス卵胞ではすべての発育段階の α6(TV)鎖は

消失 し､しかし原始卵胞 と一次卵胞鎖でのα5(ⅠⅤ)

鎖は存在 した｡これらの結果から､卵胞の rV型コ

ラーゲンには糸球体基底膜に存在するα3/α4/α5

分子と皮膚や腸管基底膜のα5/α5/α6分子が存在

することが明らかとなった｡

以上の 2種類のノックアウトマウスでの卵巣の

形態には特に異常は認められなかった｡また､黄

体も形成されていることから排卵も行われてお り

また出産も認められている｡

【結果･考察】

以上､マウス卵胞でのα鎖構成を明らかにし､

α3/α4/G5とα5/α5/α6の分子を形成することを示す

ことができた｡ しかし､これ らのα鎖 (分子種)

がどのように卵胞発育に寄与するのかは不明であ

る｡

一般講演 (3)

Limbinノックアウ トマウスが呈する

骨形成異常に関する解析

稲本政隆 1)･辻岳人 1)･神谷宣広 2)･竹田晴子 -)･

三品裕司 2)･国枝哲夫 l)

l)岡山大学大学院自然科学研究科 ･

2)ァメリカ国立衛生研究所 ･

j)リエージュ大学獣医学部

【背景および 目的】

我々はこれまでに和牛に見られる軟骨異形成性

矯小体躯症の原因遺伝子 として新規の遺伝子であ

る LIMBIN (I.BN)を同定 した｡最近では LBNは

軟骨低形成 と短肢症を特徴 とするヒトの Ellis-van
Creveld症候群の原因遺伝子のひ とつであること

が報告されている｡これまでにLb/‖ま骨組織にお

いて発現することが確認 されているものの､他の

遺伝子 との相同性は全 くなく､その機能について

は解明されていない｡本研究では､Lbnノックア

ウトマウスを用いて､形態学的および組織学的解

析を行 うことで Lbnの骨成長における役割につい

て解析を行 うとともに､Ellis-vanCreveld症候群の

モデル動物 として有用であるかを検討 した｡

【方法】

Lbnノックアウ ト(KO)マウスについて､胎齢 18.5

日および 4週齢個体において骨格標本を作製 し野

生型マウスと比較 した｡1週齢､3週齢､5週齢の

腰骨成長板において H.E,染色､vonKossa染色､

TRAP染色を行った｡また､BrdUの取 り込みによ

る増殖軟骨細胞の増殖活性についても解析を行っ

た｡

【結果】

生後直後の KO マウスでは外見上の差が認めら

れないが､ 1週齢以降から体長 ･体重共に顕著な

差がみとめられ壊小を呈した｡また､KOマウスで

は四肢長管骨の成長遅延が顕著であり､腔骨成長

板では各軟骨細胞層は存在するものの､配列の乱

れ､肥大軟骨細胞層の減少､増殖軟骨細胞の増殖

活性の低下が観察された｡さらに､KOマウスでは

著 しく海綿骨が減少 してお り､破骨細胞数の増加

が観察された｡

【考察】
Lbnは軟骨細胞の増殖 ･分化および骨形成の制

御に関与 していることが考えられた｡また､KOマ

ウスの表現型は Ellis-vanCreveld症候群の患者に

認められる軟骨低形成や短肢症などの症状 と類似

してお り､モデル動物 として有用であることが示

唆された｡
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教育講演

ナノテクノロジー材料の安全性問題を

認識するために (調査報告)

嶋村三智也

㈱クラレ ･くらしき研究所 構造解析 グループ

本誌 11-12頁に教育講演要旨として掲載 されて

いますので､ご覧下さい｡

特別講演

倫理的動物実験の実践へ向けて

-動物美顔関係者の社会的責任を

明確に､具体的に～

北 徳

倉敷芸術科学大学生命動物科学科 非常勤講師

(元川崎医科大学医用生物センター)

1974年 より実験動物施設運営の現場に 31年間､

技術職 として勤務後､退職 して 3年 目にな ります｡

74年､医科大学における動物実験施設に勤務でき

ることに喜び と夢をもって着任 しましたが､そこ

には青二才の甘い喜びも夢 も無惨に打ち砕いて し

まう現実がありました｡その青二才の夢を打ち砕

く現実に直面 したことによって､動物実験施設の

運営現場における利用者 と運営者の社会的関係 に､

また､利用者 (動物実験を行 う研究者)が施設内

で示す行動の倫理的 ･社会的意味に興味を惹かれ

ることとな りました｡そ して､岡山実験動物研究

会第 6回講演会での ｢動物実験施設運営 と人間の

意識のかかわ りについて｣の報告以後､動物実験

に関わる研究者や技術者の行動の社会的側面や動

物実験倫理 ･実験動物福祉などについて､現場に

いる者 としての取 り組みをしてきま したO

私は動物が好きだか ら実験動物の道に入 りまし

た｡ですか ら実験動物を扱 うようになってか らも

｢愛情を持って実験動物の世話をせ よ｣ といった

言葉を素直に受け入れることができま した｡ とこ

ろが医科大学の施設 に勤務 して しばらくすると､

目の前で動物実験を している研究者たちが実験動

物に対 して愛情を持 って行動 しているようには感

じられなくな り､だんだんと ｢どうい う言葉で説

明 したら､彼 らが実験動物を命あるもの として丁

寧に扱 うようになるのだろ うか ?｣とい うことを

考えるようにな りました｡その延長が施設運営の

社会的問題や倫理 ･福祉の問題であったわけです｡

動物実験倫理 ･実験動物福祉を自分な りに考え､

また 90年から93年にかけて JAVA会員の人たち

か ら強烈な批判を浴びなが ら考えさせ られて､結

論 として到達 したのは､動物実験関係者が社会的

信頼を得るための具体的で実効的な制度の構築 と

その運用体制の整備が必要であるとい うことで し

た｡その制度 とは①動物実験を厳密な許可制 とす

ること､②動物実験に関する研究者の資格制度を

設けること､③動物実験は､すべて事後の公表を

義務づけ､すべてデータベースとして自由に検索

できるようにすること (研究者個人､研究機関並

びに国の義務 とすること)､④実験動物の福祉 とそ

こで働 く人間の福祉 を向上､維持できる人事態勢

の確保 を研究機関に義務づけること､⑤実験動物

の福祉 とそこで働 く人間の福祉を向上､維持でき

る設備整備 を研究機関に義務づけること､⑥国に

実験動物福祉 ･動物実験倫理審議会を常設するこ

と､審議委員には種々の立場の民間人も含めるこ

と､とい う6項 目で した｡この 6項 目については､

現場を離れた現在でも､是非必要 と考えています｡

昨年の改正動愛法の施行によって､いくつかの項

目は現実のもの となったように感 じますが､ しか

し､現場に身を置いて現場の実情を見続けてきた

者 としては､一般社会からの信頼を得るとい う意

味において､まだまだ不十分 との思いを禁 じ得ま

せん｡

｢一般社会か らの信頼を得 る｣･--そこで大変

重要なのは ｢社会全体を見る目｣ と ｢自己認識｣

であろ うと思います｡ 自分は何者で､何を感 じ､

どのような社会の中で､ どのように行動 しようと

しているのか｡それをよく見つめ､見極めた上で

｢信頼｣とはなにか､｢信頼｣を得るにはどうした

らいいかを考え続 けなければならないのだろ うと

思います｡

動物実験倫理 ･実験動物福祉を考えるとい うこ

とは､自分 自身の ｢実感｣の上に立って ｢信頼｣

とは何かを考えることに尽きる｡私は今そんなふ

うに思ってお ります｡

現在整備 されつつある､あるいは整備 を終えた

改正動愛法関連の指針 ･委員会制度を具体的に運

するに当たって､一般社会からの信頼を得るため

に何が必要なのかについて､制度も運用体制 もま

だまだ不十分 との認識 を持つ者 としていくつかの

提言をさせていただきます｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

第 54回岡山実験動物研究会

平成 19年 11月30日 (金)午後 1時 30分から

午後 5時30分までピュア リテ ィまきびで 日本生物

工学会西 日本支部の協賛で開催 された｡はじめに

会長の三谷恵一か ら開会のあいさつがあ り､その

後､特別講演に移った｡特別講演 1は｢コオロギを

実験動物 と した生物 時計 の解 析 :時計遺伝 子
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perZ'odの リズム発現機構における機能解析｣と題

して富岡憲治先生 (岡山大学大学院自然科学研究

科バイオサイエンス専攻 ･教授)が講演された｡

この司会は浅田伸彦先生 (岡山理科大学理学部)

が担当された｡講演終了後､休憩を取った後に､

事務局から会務報告があった｡

① 平成 18年度の活動は､第 51回および第 52回

研究会を開催 した｡第 51回研究会は 6月 22

日にノー トルダム清心女子大学の中永征太郎

先生･高橋正信先生のお世話でノー トルダム清

心女子大学で開催 した｡第 52回研究会は日本

生物工学会西日本支部の協賛で 12月 8日､ピ

ュアリイティまきびで開催 した｡研究会報 (第

23号)を 12月に発行し､今年 1月に会員-発

送 した｡会則第 7条および第 9条に則 り平成

19年～20年度の役員の選任を行った｡理事会

は6月 23日､12月8日の2回､常務理事会は

4月 25日､11月 1日の2回開催 した｡5月 11

日～13日､神戸匡=架会議場で開催 された第 53

回日本実験動物学会総会 (大会長 :倉林 譲先

生)の後援 と協力を行った｡

② 平成 19年度の活動としては､第 53回､第 54

回の研究会を開催 した｡第 53回研究会は6月

22 日 (金)岡山大学創 立五十周年記念館で開

催 した｡第 54回研究会は日本生物工学会西日

本支部の協賛で本日 (11月 30日)ピュアリテ

ィまきびで開催 している｡第 24号の会報の編

集 ･発行作業を進めていて､12月発行を予定

している｡理事会は6月 22日､11月 30日の

研究会開催 日に､常務理事会は 5月 9日､10

月 31日に開催 した｡ホームページを開設する

ことができた｡会報バックナンバー (第 1号～

第 24号)の製本については来年度予定してい

る｡

③ 平成 19年度の会計収支中間報告 (1月 1日～

11月 28日)

収入総額は 808,630円(前年度繰越金 409,577

円含む)､これに対して支出総額は 353,675円

となり､残高は454,955円となった｡

④ 平成 20年度の活動計画としては､2回の研究会

(第 55回､第 56回)を予定している｡第 55回研

究会は会長の三谷恵一先生のお世話で 6月 27

日(金)を第1候補 日として環太平洋大学で開催を

予定している｡企画としてはアユモドキ(淡水魚)

に関するシンポジウムあるいは講演会などを考え

ている｡第 56回研究会は 11月 21日(金)公共施

設(ピュアリティまきび)で特別講演･記念講演(3

題)を企画･予定している｡第 25号研究会報の編

集･発行(10月)､役員の選任(任期は平成 21-

22年度)､ホームページの充実､会報バックナン

バーの製本､会員の拡大などを計画しているo

⑤ 開設した研究会のホームページについて理事の

嶋村三智也氏から紹介があった｡

会務報告後､特別講演 2に移った｡特別講演 2

は｢性決定機構 ･性判別の研究から出発して-マウ

ス､ トゲネズミ､ウシ等に関する トピックス-｣

と題して須藤 鎮世先生 (就実大学 ･薬学部 遺伝

子解析学教授､㈱iGENE代表取締役社長)が講演

された｡ この司会は国枝 (岡山大学大学院自然科

学研究科 ･動物遺伝解析学)が担当した｡その後､

特別講演 3が行われ､｢糖尿病性壊症に対するマゴ

ットセラピーの可能性｣と題 して三井秀也先生 (岡

山大学大学院医歯薬学総合研究科 ･心臓血管外科

講師)が講演された｡この司会は内藤一郎先生 (岡

山大学大学院医歯薬総合研究科 ･人体構成学)が

担当された｡講演終了後､17:40から同会場で懇親

会が持たれた｡事務局担当の国枝が司会を務め､

会長の三谷恵一先生の挨拶､監事の中永征太郎先

生の乾杯の音頭で会が始まり､講師の先生を交え

て会員相互の親睦を深め､和やかなうちに閉会 し

た｡

特別講演 1

コオロギを実験動物とした生物時計の解析 :時計

遺伝子per/'odのリズム発現機構における

機能解析

富岡 憲治

岡山大学大学院自然科学研究科

バイオサイエンス専攻

コオロギは直麺 目に属する不完全変態昆虫であ

り､一般に比較的大型で しかも累代飼育が容易で

あり､歩行や虫鳴活動に明瞭な概 日リズムを示す

ことや､温帯性のコオロギ類では光周性を示すこ

とから､頻繁に神経行動学や時間生物学の実験動

物 としてされている｡

行動 リズムの研究では､中枢神経系の構造が比

較的単純であり､個々のニューロンがその形態に

より同定可能であること､外科手術等が容易に行

えることなどの利点を生かして､特に時計の神経

機構の解析が行われてきた｡概 日時計は複眼と脳

との間に位置する一対の視葉にあり､歩行活動や

虫鳴活動､複眼の感度､視覚性介在ニューロンの

感度などの概 日リズムを制御 している｡視葉は体

外培養下でもその電気活動に主観的夜高く､昼低

い リズムを表すので概 日時計の座に間違いない｡

また､視葉外にも弱い 概 日振動体があることが､

視菓切除後の光同調実験から示唆されている｡ 光

サイクル-同調するための光受容器は､フタホシ

コオロギでは複眼のみであるが､マダラスズやニ

ュージーラン ドウェタでは複眼以外にも光受容器

の存在が示唆されている｡左右一対の視菓時計は､
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相互に時刻情報 と光情報を交換することで同調 し

てお り､この同調系の神経機構や時間生物学的意

義などが詳細に研究されている｡

最近､フタホシコオロギでは､分子生物学的手
法が開発 されつつある｡ 既に多数の遺伝子がクロ

ーニングされてお り､それ らの遺伝子の 2本鎖

RNA を用いた RNA干渉法(RNA interference)によ

り遺伝子発現のノックダウンが可能になっている｡

さらに､piggyBacなどの トランスポゾンを用いた
形質転換体の作成も試みられてお り､近い将来､

生物時計や光周性の研究に応用できる可能性があ

る｡ この研究会では､最近われわれが試みている

RNAi に よ る ､ フ タ ホ シ コ オ ロ ギ (Gryllus

bimaculatus)の時計遺伝子period (per)の機能解析

を紹介したい｡

幼虫頭部での解析により､permRNAの発現量

は､夜の始めにピークをもつ リズムを示し､この

リズムは恒暗 ･恒温条件下でも継続することが明

らかとなり､perの時計機構-の関与が示唆された｡

そこで､perdsRNAを用いた RNAiにより､period

遺伝子の役割を検討 した.幼虫-のperdsRNAの

投与により､permRNA レベルは対照群の250/.に
まで減少 し､かつほとんどの個体で活動 リズムが

消失することがわかった｡これらの結果はコオロ

ギでもperがリズムの発現に重要な役割を担 うこ

とを示唆している｡ さらに､終令幼虫にperdsRNA

を授与し､羽化後の活動 リズムを明暗および恒暗

条件下で計測した場合も､恒暗条件下で活動 リズ

ムも､時計部位である視葉の遠心性神経活動も無

周期となることがわかった｡これ らの結果から､

コオロギでは periodが時計機構に必須であること
が示唆された｡また同時に､RNAiが時計遺伝子の

機能解析に極めて有効な手段であることが確認 さ

れた｡

特別講演 2

性決定機構 ･性判別の研究から出発 して

-マウス､ トゲネズミ､ウシ等に関する

トピックス-

須藤 鎮世

就実大学 薬学部 遺伝子解析学

1.ウシ陸の性判別

pcRを利用したウシ肱の性判別に成功し､キッ

トを市販 した｡Y染色体特異的繰返し配列をクロ

ーニングしたときの策略をまず紹介する｡

2.H-Y抗原､血清学的雄抗原(SDM)､雄特異発現抗

原(MEA)

非浸襲的な陸の性判別を目指して､HY抗体の

利用を考えた｡ポリクローナル HY抗体で得られ

たMea1(雄特異発現抗原 1遺伝子)は精子形成過程

の後期で発現する｡モノクローナル HY抗体で得

られたMea2(雄特異発現抗原2遺伝子)は精母細胞

や精子細胞のゴルジ体で発現する｡アクロソーム

を介 した物質輸送に関与しているらしい｡ 自己免

疫疾 sLEの患者の抗体で得 られた遺伝子はMEA2

の断片であった｡この他､HY抗体に反応する物質

は精子の表面､8細胞期以降の雄胚表面､MIS(抗

ミューラー管ホルモン)があげられる｡細胞性免疫

系で検出されるHY抗原はY染色体上の遺伝子産

物 (おそらく精子形成関連)由来のペプチ ドであ

り､HY 抗 体 と反 応 す る SDM (Serologically

detectablemaleantigen)とは別ものらしい｡SDM は

常染色体由来の精巣形成､精子形成に関わる遺伝

子産物らしい｡ 自己免疫疾患は女性に圧倒的に多

い｡SDM が通常発現してはならない雌で発現する

と､自己免疫疾患の引き金を引く可能性がある｡

X染色体を 2本もち遺伝子量の補正を行わねばな

らず､不必要な精巣形成､精子形成などの遺伝子

を背負わされ､雌の負担は受精時から大きい｡遺

伝子制御の複雑さが､雌が雄より少なく産まれる

機構の一因と考えている｡

3.Y染色体を欠失 した トゲネズミとY染色体遺伝

子の塾居仮説

ウシの精巣誘導遺伝子 SRYをクローニングし､

マッピングしたところY染色体長腕の末端に位置

していた｡ヤギ､ヒツジでも同じであった｡アマ

ミトゲネズ(25, Ⅹ)および トクノシマ トゲネズミ

(45,X)では核型が雌雄同型で､Y染色体が欠失 し､

SRYは検出できなかった.両者とも他の晴乳類の

Y上の遺伝子 ZFYや TLSPYはX染色体の末端に転

座していた｡卵子から X を受け継いだ随は雌に､

精子からXを受け継いだ腔は雄になるのではない

か､と考えている｡概 して Y 染色体は矯小化 し､

遺伝子は両端に移動する傾向にある｡Y 染色体は

やがて トゲネズミのように､消失するのであろう｡

私はこれをY染色体遺伝子の塾居仮説 とよんでい

る｡

4.siRNA を利用したウシプリオン遺伝子の鎮静化

ウシプリオン遺伝子に対するsiRNA発現プラス

ミドベクターを構築 し､EGFPを指標 として､ウシ

肺細胞に安定的に導入 した｡核移植により旺盤胞

を作 り､肱移植により仔牛を得た｡これは緑色蛍

光を発する｡現在､鎮静化の状況を解析中である｡

特別講演 3

糖尿病性壊症に対するマゴッ トセラピーの可能性

三井 秀也

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

心臓血管外科 講師

マゴットセラピーとは､クロバェ科の l種のヒ

ロズキンバエ(Phaenicia(Luciria)sericate)のウジ虫
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(マゴット)を無菌化 し､これを足に生じた皮膚

潰癌部に置き､治癒を促す治療法です｡

昨年から国内で無菌マゴッ トが供給されるよう

になったことから､国内のいくつかの施設でマゴ

ットセラピー開始されました｡ それによると特に

糖尿病性の壊症に対 して良好な結果が報告されて

います｡

この治療の歴史は､昔からマゴッ トが湧いた傷

がよく治癒する事実が伝承されてきたことが端緒

となっています｡ また､幾多の戦争に参戦 した軍

医たちはマゴッ トが湧いた傷が､驚くべき速さで

治癒するのを目撃 してお りました｡現在 この治療

はイギリスやアメリカなどの先進国の多数の医療

機関において､糖尿病性難治性の足潰癌に対 して

広く行われています｡

なぜ効 くのについては､まだによくわかってい

ません｡ しかし①マゴットが分泌する多量の消化

液により､壊死組織が液状化され､吸引消化 され

る｡ ②マゴットが分泌するアンモニア化合物､炭

酸カルシウム等の化学物質により､創部がアルカ

リ性に保たれ､菌の繁殖が防止され､感染が制御

される｡③マゴッ トが分泌する蛋白分解酵素が細

菌などの増殖を妨げる｡④創の肉芽の増勢を促進

する｡ などの点が近年報告されています｡将来､

マゴットが分泌する物質の薬理作用､抗菌作用の

研究から､新薬が発見される可能性があります｡

マゴットセラピーの利点は､①麻酔が不要､②

禁忌症例がない､③安価､④その他の治療 と併用

が可能であるなどなどです｡また､マゴットは､

人間の手の届きにくい創の深部にまで夜昼なく休

みなく治療を続けてくれます｡

一方マゴットセラピーの短所､危険性 としては､

①周囲に軽い皮膚炎を起こす可能性がある｡②マ

ゴッ トが動き回る為､モゾモゾ感等の違和感を生

じる｡ ③ハエやマゴッ トに対するアレルギー体質

を持った患者 さんには使えないなどです｡これら

の場合には速やかに中止 し､従来治療に変更する

必要があります｡

今後マゴットセラピーは広く普及するものと考

えられますが､国内臨床治験例を積み重ね､その

結果を詳細に検討 し､ひろく啓蒙の必要がありま

す｡

世界では30秒に 1本の足が､糖尿病関連で切断

されていることが報告されていますが､足切断患

者を一人でも少なくするべく､マゴットセラピー

の更なる普及が望まれるところです｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 18年度第 2回理事会

平成 18年 12月 8日 (金)12時 40分から13時

10分までピュアリティまきび､第 52回研究会会

場で開催 された｡

① 平成 18度の活動報告:研究会を 2回開催｡第

51回研究会は 6月 23日(金)13:30から17:15

までノー トル ダム清心女子大学の中永征太郎

先生 ･高橋正解先生のお世話で開催された｡賛

助会員による講演 1題､一般講演 4題､特別講

演 1題､懇親会が企画された｡第 52回研究会

は日本生物工学会西 日本支部の協賛で 12月 8

日 (金)13:30から17:25までピュアリイティ

まきびで開催 された｡特別講演 2題､記念講演

1題､懇親会が企画された｡第 23号研究会報

の編集 ･発行を行い､12月発行を予定してい

る｡会則第 7条および第 9条に則 り役員の選任

(任期は平成 19年～20年度)を行った｡理事

会は6月 23日､12月 8日の 2回､常務理事会

は4月 25日､11月 1日の 2回開催 した｡倉林

譲先生 (岡山実験動物研究会会長)が大会長を

務める第 53回日本実験動物学会総会(5月 11

日～13日､神戸国際会議場)の後援 と協力を行

った｡

② 平成 19年度の活動計画 :研究会を2回開催す

る｡第 53回研究会は6月 22日(金)13:30から

岡山大学創立五十周年記念館で､第 54回研究

会は 11月 30日(金)13:30からピュアリティま

きびで開催を予定している｡第 24号研究会報

の編集 ･発行する｡理事会 ･常務理事会を各々

2回開催する｡ ホームページの開設､会報バッ

クナンバー (第 1号～第 23号)の製本､会員

の拡大などを検討する｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 19年度第 1回理事会

平成 19年 6月 22日 (金)12:40分から 13:10

まで岡山大学創立五十周年記念館 ･中会議室で開

催された｡

① 平成 18年度の活動 :第 51回および第 52回研

究会の2回研究会を開催 した｡第 23号研究会

報を 12月に発行 した｡会則第 7条および第 9

条に則 り平成 19年～20年度の役員の選任を行

った｡ 第 53回 日本実験動物学会総会 (5月 11

日～13 日､神戸国際会議場)の後援と協力を

行った｡理事会 ･常務理事会は各々2回開催 し

た｡

② 平成 18年度 (1月 1日～12月 31日)の会計収

支決算報告 :収入の部 として前年度繰越金

465,321円､会費 80,000円､賛助会費 270,000

円､日本生物工学会西 日本支部協賛金 20,000

円､寄付金 (田辺先生 ･佐藤)30,000円､郵

便貯金利子 7円となり､収入総額は 865,328

円､一方､支出の部 として印刷費 (第 22号会

報)199,5OO円､通信費 46,220円､第 51回研
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究会謝金 10,000円､補助 20,000円､第 52回

研究会謝金 40,000円､補助 117,837円､雑費

22,194円なり､支出総額は 455,751円で､残

高は409,577円であった｡5月 7日に監事によ

る会計監査を受けた｡

③ 平成 19年度の活動報告と計画 :研究会を2回

開催｡第 53回研究会 6月 22日 (金)､岡山大

学創立五十周年記念館大会議室で開催｡一般講

演 3題､教育講演 1題､特別講演 1題､懇親会

が企画された｡教育講演は嶋村三智也氏 (㈱ク

ラレ･くらしき研究所 構造解析グループ)に､

特別講演は北 徳先生(倉敷芸術科学大学生命

動物科学科 ･非常勤講師)にお願いした｡第

54回研究会は 11月30日 (金)､ピュアリティ

まきびで開催予定O研究会報(第 24号)の凝行

(12月予定)､理事会 ･常務理事会の開催 (6

月 22日､5月 7日)｡その他､ホームページの

開設､会報バックナンバーの製本､会員の拡大

などが議題として取 り上げられた｡

④ 平成 19年度の会計収支中間報告 (1月 1日～6
月 20日)

収入総額は761,630円(前年度繰越金 409,577

円含む)､これに対 して支出総額は255,155円

となり､残高は506,475円となった｡

⑤ 第54回研究会の特別講演の講師に就実大学薬

学部教授の須藤鎮世先生にお願いすることを

決定｡梶木勝巳先生 (岡山大学自然科学研究支

援センター ･動物資源部門)にもお願い する｡

平成 20年度に開催する第 55回研究会は三谷

恵一先生の企画について討議 され､開催の日時

は6-7月 (金曜 日)､会場は環太平洋大学を予

定｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 19年度第 2回理事会

平成 19年 11月 30日 (金)12時 40分から 13

時 10分までピュアリティまきび､第 54回研究会

会場で開催された｡

① 平成 19度の活動報告:研究会を 2回開催｡第

53回研究会は6月 22日(金)13:30から17:30

まで岡山大学創立五十周年記念館 ･大会議室

で開催された｡一般講演 3題､教育講演 1題､

特別講演 1題､懇親会が企画された｡第 54回

研究会は日本生物工学会西 日本支部の協賛で

11月30日 (金)13:30から17:25までピュア

リィティまきびで開催｡特別講演 3題､懇親

会が企画されているD 特別講演は須藤鎮世先

生 (就実大学薬学部 ･遺伝子解析学)､富岡憲

治先生 (岡山大学大学院自然科学研究科 ･バ

イオサイエンス専攻)､三井秀也先生 (岡山大

学大学院医歯薬学総合研究科 ･心臓血管外科)

の 3名にお願いした｡第 24号研究会報の編

集 ･発行を行い､12月発行を予定している｡

理事会は6月 22日､11月 30日の2回､常務

理事会は 5月 9日､10月 31日の 2回開催 し

た｡研究会のホームページを開設 した｡ 会報

バックナンバー (第 1号～第 23号)の製本､

会員の拡大などについても討議 した｡

② 平成 19年度 (1月 1日～11月 28日)の会計収

支中間報告 :収入の部 として前年度繰越金

409,577円､会費 39,000円､賛助会費 330,000

円､寄付金 (北 徳先生)10,000円､日本生

物工学会西 日本支部協賛金 20,000円､郵便貯

金利子 53円となり､収入総額は808,630円､

一方､支出の部として印刷費 (第 23号会報)

199,500円､通信費 20,880円､第 53回研究会

喜射金 10,000円､補助 40,000円､第 54回研究

会謝金 60,000円､雑費 23,295円なり､支出総

額は353,675円で､残高は454,955円であった｡

③ 平成20年度の活動計画:研究会を2回開催する｡

第 55回研究会は 6月 27日(金)を第 1候補 日

として､会長の三谷恵一先生のお世話で環太

平洋大学で開催予定｡企画としてアユモ ドキ

(淡水魚)に関するシンポジウムまたは講演

会などを予定｡第 56回研究会は 11月 21日

(金)にピュアリティまきびで開催予定｡特別

講演､記念講演など計 3題を企画｡第 25号研

究会報の編集､10月に発行予定｡会則第 7条

および第 9条に則 り役員の選任 (任期は平成

21年～22年度)を行 う｡理事会 ･常務理事会

を各々2回開催する｡ホームページの充実､

会報バックナンバー (第 1号～第 24号)の製

本､会員の拡大などを行 う｡




